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Ⅰ 全体研究主題

Ⅱ 全体研究主題設定の理由

延岡市の教育の基本方針は，「のべおかの未来をひらく人づくり」である。小・中学校では，義務教育9

年間をとおして，将来の延岡市を担う子どもたち一人一人に，延岡市民として生きていく力を育てること

が大きな役目である。そのために，延岡市教育委員会では，「21 世紀を生きる人づくりのために」という

具体的な指針を示し，「基礎的・基本的な学習の定着を図り，自ら学び自ら考える力をはぐくむ教育」の推

進に努めているところである。平成15年度から「学力支援事業」として延岡市学校教育研修所による実践

研究もその推進力の一翼を担ってきている。

また，各小・中学校においても，学習指導要領改訂に伴い新しい内容にかかわる単元開発や教材準備を

計画的に進めている。

このようななか，全国学力・学習状況調査等の結果から，子どもが問題意識をもち，既習の知識に基づ

いて考える力(思考力)，数量に関する基礎的・基本的な知識や技能(計算力)，基礎的・基本的な言葉の力(言

語力)をどのように育てていけばよいかが，今日の延岡市の教育的課題としてとらえられた。そこで，思考

力については「社会科」，計算力については「算数・数学科」，言語力については「国語科」を軸に，各教

科の特性を生かしながら研究を推進していきたいと考え，本主題を設定した。

なお，「社会科」では，新教育課程の全面実施に伴った「小学校3・4年生の社会科副読本」の改訂をと

おして研究を進めた。「算数・数学科」では，「計算力実態調査」と「パワーアッププリント」をとおして，

計算力を定着させる方策を追究した。国語科では，「言語力」をキーワードに「音読文集」「パワーアップ

プリント」の作成など，義務教育9年間を見据え，研究を進めた。

今後，本研修所の研究が，延岡市の小・中学校で学ぶ子どもたちに，「たくましいからだ」「豊かな心」

「すぐれた知性」をそなえ，子どもたちが郷土「のべおか」への愛情と誇りをもってくれたら幸いである。

Ⅲ 全体研究目標

延岡市の小・中学校の学力向上を図るために，子どもの実態を分析しながら，子ども一人一人が学習意

欲をもち，基礎的・基本的な力や主体的に考える力を身につける学習指導の在り方を実践的に究明する。

Ⅳ 全体研究仮説

子どもの実態に応じて社会科副読本や算数・数学科，国語科の問題集，音読文集を作成・活用すること

で，学習意欲が高まり，自ら考える子どもが育つとともに，基礎的・基本的な力が定着し，延岡市全体の

学力向上につながるであろう。

基礎的・基本的な内容の習熟・定着を図り，学力向上をめざす方策の研究

～思考力(社会科)，計算力(算数・数学科)の向上と言語力(国語科)の充実をめざして～
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Ⅴ 全体研究構想図

Ⅵ 全体研究組織
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～思考力(社会科)，計算力(算数・数学科)の向上と言語力(国語科)の充実をめざして～
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Ⅶ 各班の研究内容

1 社会科研究班「副読本の改訂をとおして」

（１） 研究目標

（２） 研究仮説

（３） 研究の内容と実際

ア 学習指導要領改訂のポイント

今回の学習指導要領改訂に伴い，社会科におけるポイントについて話合いを行った。そこで，全

般として「生きる力の一層の重視」という考え方のもと，「よりよい社会の形成に参画する資質や能

力の基礎を培う」「思考力・判断力・表現力の育成の重視」「よりよい社会の形成への参画に関わる

学習内容の充実」「作業的・体験的な学習や問題解決的な学習の一層の充実」「学習や生活の基盤と

なる知識・技能の習得」の５つの視点を重視することとした。また，単元ごとには，以下のような

点に留意することにした。

（第１単元 身近な地域）

・調べたことや考えたことを表現する力 ・地域の特徴をとらえる視点 ・場所と様子の比較

（第２単元 生産や販売）

・生産や販売と自分たちの生活とのかかわり ・生産や販売にかかわる人々の工夫

・生産や販売の仕事と地域とのかかわり

（第３単元 地域の安全）

・地域の災害や事故 ・人々の工夫や努力 ・地域の住民の願い

（第４単元 生活環境）

・水，電気，ガスから選択 ・ごみ，下水から選択 ・事実に基づいた追究

（第５単元 生活の移り変わり）

・地域の生活の向上 ・地域への誇りと愛情 ・具体的，体験的な学習活動

イ 社会科副読本編集における基本的な考え方

（ア） 地域副読本の意義と役割

地域学習とは，自分の住んでいる地域社会について主体的な活動を行うことをとおして，

社会科の学び方や調べ方の基礎・基本を育てる学習である。そのため，地域の実態に即し，

地域教材について，資料集・事例集・学習ノート・学習の手引きを備えた「地域教科書」と

しての副読本が必要であると考えた。また，児童にとっては地域社会を理解するための教材

であることや，主体的な学習を可能にし生涯学習の基礎・基本となる学び方などを身につけ

るための教材であることが大切である。更に，教師にとっては指導計画の作成がしやすくな

り，「つかむ，見通す，調べる，まとめる」という学習過程の流れが把握でき，学習指導を行

う際の手がかりになると考えた。

（イ） 新しい副読本のスタイル

「旧副読本」について，実際に指導している３・４年生担当教諭に活用する際の問題点等

新学習指導要領の趣旨，延岡市の子どもの実態，授業の質の向上をふまえ，小学校中学年で

使用する社会科副読本「わたしたちの郷土延岡市・宮崎県」を大幅改訂するための基礎的な研

究及び改訂作業を行い，社会科に関する学習意欲の高まりと学力向上をめざす。

習得・活用・探究の問題解決型の構成が明確で，授業の流れが見える副読本を作成すれば，

指導者にとって活用しやすい資料となり，授業力の向上につながるであろう。また，子どもに

とっても興味・関心が高まり，見通しをもって学習を進めることができ，学力向上につながる

であろう。
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の調査を行い，新しい副読本における段階ごとの内容や体裁について検討を行った。その結

果，（ア）で述べた内容に加え，誰もが活用しやすいユニバーサルデザインの視点も重視し，

学習過程を子どもの思考の流れに沿った形式にしたり，まとめのヒントを提示したりするな

ど，主体的な学習を進めるための手立ても取り入れるようにした。

（段階ごとのスタイルとポイント）

関心を高める

写真

気付きを誘発す

る吹き出し

問題意識を生

みだす資料

学習の流れのわ

かる学習計画表

※４年生は「調

べること」を書

き込み式にし，

主体的な学習の

手立てとする。

素材の例示

調べ方などの

方法の例示

気付きを誘発

する吹き出し

知識習得のた

めのスペース

まとめのヒント

※穴埋め式にま

とめることで，

児童の主体的な

活動を促す手立

てとする。

単元のまとめ

につながる資

料の提示

単元を貫き通

す学習問題の

提示

本時のめあて

※４年生は書き

込み式にし，主

体的な学習の手

立てとする。

まとめ方の例示

単元のまとめの

ヒント

※３年生は穴埋

め式，４年生はキ

ーワードから選

ぶ形式にする。

つかむ段階

調べる段階

まとめる段階

見通す段階

ユニバーサルデザイン
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ウ 社会科副読本を活用した検証授業をとおして

延岡市立延岡小学校の協力を得て，研究員による

社会科副読本を活用した検証授業を実施した。単元は

第３学年『市の人びとの仕事とわたしたちのくらし

「農家の仕事」』である。

つかむ・見通す段階では，本時学習内容の焦点化

を図ることが大切である。そこで，教師と児童が社会

科副読本で学習計画表を確認した。このことにより本

時の問題や学習の流れについて見通しをもって取り

組む姿が見られた。また，問題に対する予想(自分の

考え）を明確にして，調べる段階に臨むことができた。

調べる段階では，社会科副読本の玉ねぎ作りの各

作業写真を見比べた。このページでは手順を表す矢

印を書き込み式にしたことで，どんな作業をしてい

るのか，どのような手順なのかを考える姿が見られ

た。また，周りの友達と話し合いながら思考を深め

る姿も見られた。

まとめる段階では，副読本のまとめのヒントを確

認しながら，主体的にまとめの言葉を考える児童の

姿が見られた。また，児童同士の言葉かけの中に「ま

とめのヒントを見れば分かりやすい。」などの声も聞

かれ，習得した知識や技能を活用する場面も見られ

た。

実際に授業を行った教諭からは，単元の流れが分

かりやすく見通しをもって指導ができたことや，副読

本の中にある吹き出しを意識させることで，個に応じ

た支援もしやすかったなどの感想が得られた。そして，

何よりも一時間をとおして，作業的な活動や学び合い

の時間が十分に確保され，児童の関心・意欲が高まっ

ている姿を見ることができた。

エ 教師用手引きの作成

社会科副読本作成に伴い，副読本の特徴や活用方法が記さ

れた手引きが必要であると考え，「教師用手引き」を作成す

ることにした。これには，副読本活用例や社会科で身に付け

させたい力の系統図，単元ごとの学習計画や毎時間の問題に

対するまとめの例などを載せることにした。また，事前に行

った調査から，実際に指導する際にあると便利な教材として，

「指導案例」「地図記号」「延岡市の年表」「延岡市の白地図」

「郷土に伝わる伝統芸能例」なども資料として加えることに

した。現場の声を反映した資料であるため意義のある資料で

あると考える。

（見通す段階：学習計画表を確認する場面）

（調べる段階：児童が作業をする姿）

（まとめる段階：児童の主体的な姿）

（教師用手引きの例）
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２ 算数・数学科研究班「算数・数学科の問題集作成をとおして」

（１） 研究目標

（２） 研究仮説

（３） 実践内容（昨年度からの継続研究）

ア 研究の実際

（ア） 昨年度の研究内容の確認

○ 計算力実態調査を２回行うことで，計算力の変容を示すことができた。

○ 分析表を作成することで，児童生徒の苦手な学習内容を示すことができた。

（イ） 本年度の研究内容の検討

昨年度の研究内容を受け，次の６点に取り組んだ。特に３つを重点的実践事項として取

り組んだ。

◎ １学期（７月）と２学期（１２月）の計算力実態調査の実施

○ 計算力実態調査の分析表の作成

◎ 計算力実態調査の復習プリントの作成

○ ｢記録カード｣の作成

○ ｢まとめプリント｣の作成

◎ 新パワーアッププリントの作成

イ 研究実践

（ア） １学期（７月）と２学期（１２月）

ａ 目的

○ 児童生徒の計算力の定着を図り

○ １回目と２回目の調査結果から

計算力実態調査とパワーアッププリントをとおして，算数・数学科に関する学習意欲の高まりと計算

力の定着をめざす。

計算力実態調査を基にした，まとめプリントや復習プリントに取り組ませ，記録カードに取組を記入

させたり，賞状を贈ることで賞賛したりすれば，学習意欲が高まり，計算力の定着へとつながるだろう。

（仮説１）

計算力実態調査の流れ第１回計算力実態調査の実施

↓

分析表の配付

↓

復習プリントの配付

第２回計算力実態調査の実施

↓

分析表の配付

↓

復習プリントの配付

まとめプリントの配付

９，１０，１１月

パワーア

旧パワーアッププリント

延岡市の実態に合ったパワーアッププリントを作成し，取り組ませれば，計算力の定着へとつながる

だろう。（仮説２）
記録カード
6

の計算力実態調査の実施

，日常の算数・数学科学

，計算力の向上が見られ

ッププリントの改善

アンケートの実施
新パワーアッププリント
習の活性化を図る。

たかを検証する。
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○ 児童生徒の努力に対して賞状を贈ることで，算数・数学科への意欲を向上させる。

ｂ 集計結果

学 年 【第１回（７月実施）】 【第２回目（１２月実施）】

実施人数 平均点 満点者数 実施人数 平均点 満点者数

小学校1年生 1,192 ９３．９ ６７９ 1,193 ９４．６ ６２０

小学校2年生 1,209 ９２．５ ５７７ 1,220 ９３．５ ５１３

小学校3年生 1,292 ８９．３ ４０９ 1,281 ９２．０ ５７８

小学校4年生 1,286 ８７．３ ５１５ 1,266 ８４．４ ３５７

小学校5年生 1,241 ８２．９ ３０５ 1,229 ８８．０ ３７６

小学校6年生 1,314 ８９．５ ４４９ 1,309 ８９．１ ５９５

中学校1年生 1,268 ７９．９ ９９ 1,247 ７３．０ １３８

中学校2年生 1,234 ６８．６ ９０ 1,242 ７７．５ １７７

中学校3年生 1,251 ７５．７ １４２ 1,227 ６８．７ １２６

合 計 11,287 ８２ 3,265 11,214 ８１．７ 3，480

ｃ 賞状

○ 第１回目の満点者には，Ａ４で作成した満点賞を各校で印刷・活用してもらった。

第２回目の満点者を調べ，常任研究員会から賞状を贈った。

ｄ 考察

○ 難易度を揃えることが難しく,比較しにくいが, 特に中学校２年生は，平均点が８．

９ポイント向上し，満点者数が８７名増えた。

○ １学期末と２学期末に実施することで，学期末のまとめとして行うことができた。

○ 賞状を贈ることで意欲の向上につながった。

（イ） 計算力実態調査の分析表の作成

ａ 目的

○ 計算力実態調査から児童生徒のつまずきを示し，授業実践に生かす。

ｂ 考察

○ 児童生徒のつまずき箇所を以後の指導に役立てられた。

（ウ） 計算力実態調査の復習プリントの作成

ａ 目的

○ 計算力実態調査で見られた児童生徒の苦手な学習内容を補う。

ｂ 考察

○ 分析表を基に作成した復習プリントに取り組むことで，児童生徒の苦手な学習内容

を補うことができた。

（エ） ｢記録カード｣の作成

ａ 目的

○ 児童生徒が計算力実態調査とまとめプリントの結果をまとめることで，１年間の取

組の記録にする。

○ 現段階における未定着の内容を確認し，基礎・基本の定着を図る。

ｂ 考察

○ 成績の変容が分かりやすく，児童生徒の意欲付けにつながった。

○ 苦手な内容を把握することで，指導に生かすことができた。

（オ） ｢まとめプリント｣の作成

ａ 目的

○ 普段の学習内容の定着を図る。

○ 第２回計算力実態調査へ向けた計画的な取組が行えるようにする。

ｂ 考察

○ 一ヶ月ごとに実施することで,月ごとの習熟度を把握することができた。

（カ） 新パワーアッププリントの作成

ａ 目的

○ 改訂される教科書や延岡市の児童生徒の実態に合った問題を作成する。
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（資料２ 音読検定カード）

３ 国語科研究班「音読文集の活用と国語科の問題集作成をとおして」

（１）研究目標

（２）研究仮説

（３）実践内容

ア 音読文集について（資料１）

（ア）音読文集についての実態調査

平成16年度に本市常任研究員

が音読文集を作成した。その後，

様々な取り組みを経て，平成 19

年度からは，小学校１年生の全児

童を対象に，配付されるようにな

った。現在では４年生までが全員

持っていることになるが，その活

用については，各先生方にまかせ

ているのが現状である。３年前か

ら音読に関する発表会等を開催

し，幅広く活用してもらおうと活

動を行ってきているところである。ただ，延岡市の児童・生徒全員が活用する取組になっているか

というと課題も残る取組であった。

そこで，本市の実態に即して作成された「音読文集」をよりよく活用していくために，先生方に

アンケートを実施することにした。このアンケートを元に，音読文集の活用についての実態を明ら

かにするとともに，今後の活用の在り方についての参考にすることにした。

アンケートの結果からは，９割以上の先生方が音読文集について知っていると答えていたが，学

習指導に使用したのは２割と，活用があまりなされていない実態が浮き彫りとなった。

先生方の声をまとめてみると，「時間的なゆとりのなさ」や

「別の音読文集の利用」といった声が挙がる一方「どの学年で

使用したらよいか目安の学年があるとよい」「活用の仕方の周

知をお願いしたい」といった音読文集そのものの取り扱い方に

ついて先生方が戸惑われている現状が明らかになった。

（イ）音読認定制度

実態調査の結果を踏まえて本年度は，まず「活用する目安の

学年」の整備を行った。整備を行う際には，来年度採用される

教科書の内容を考慮しながら，古文や漢文など，その学年では

（資料１ 音読文集）

音読文集について継続研究をするとともに，「言葉の特徴やきまり」といった国語の特質に関

する事項の定着を図るための「ぐんぐんプリント（国語版パワーアッププリント）」を作成し，

個に応じた基礎的・基本的な言葉の力(言語力)の定着をめざす。

音読文集の活用について継続研究を行い，「言葉の特徴やきまり」といった国語の特質に関す

る事項の定着を図るための「ぐんぐんプリント（国語版パワーアッププリント）」の作成を行い

活用していけば，個に応じた基礎的・基本的な「言葉の力」の定着が図れるであろう。
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多
い

少
な
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き
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い

三四

国
語
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ん
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ん
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リ
ン
ト
四
年

①

『漢
字
辞
典
の
使
い
方
を
知
ろ
う
』

名
前
（

）

１

（
）に
正
し
い
言
葉
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□
の
中
か
ら
え
ら
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う

【１０

点
×
８
】

①
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字
辞
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に
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い
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ま
と
め
て
あ
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す
。

多
く
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（
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の
か
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ら
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あ
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す
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ま
た
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画
数
の
（
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の
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順
に
な
ら
べ
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あ
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す
。

だ
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ら
、
漢
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う
時
は
、
ま
ず
、
調
べ
た
い
漢
字
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）が
何
で
あ
る
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を
考
え
ま
す
。

②

漢
字
辞
典
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使
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「材
」と
い
う
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字
を
調
べ
ま
す
。

ア

「材
」は
、
部
首
が
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）な
の
で
、
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）の
漢
字
で
す
。

イ

部
首
さ
く
い
ん
を
見
て
（

）画
の
部
首
の
中
か
ら
見
付

け
て
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
す
。

ウ

同
じ
部
首
の
漢
字
は
、
画
数
の
（

）も
の
か
ら
順
に
な

ら
ん
で
い
ま
す
。

（※
同
じ
言
葉
を
何
回
つ
か
って
も
よ
い
で
す
。
）

２

次
の
漢
字
の
部
首
は
何
で
し
ょ
う
。
【５
点
×
４
】

例

給

（

糸

）
→

【
い
と
へ
ん

】

①

順

（

）
→
【

】

②

達

（

）
→
【

】

こ
れ
も
で
き
る
か
な
？

辞

（

）
→
【

】

点

教〈上〉 Ｐ１８～１９

（資料３ ぐんぐんプリント）

１学期 ２学期

各単元の言語に関

する領域テスト

４０．５

（５０点満点中）

４３．８

「学期末まとめ」

テスト

３６．０

（５０点満点中）

４１．５

「言葉の力」

テスト

７４．８

(100点満点中)

８４．０

（資料４ ワークテストの平均点の比較）

少々難解であるものも入れるようにした。

次に，本市児童生徒が全員使える「音読検定カード」（資料２）の作成を行った。難解であるも

のも含め，美しい響きのある日本語に慣れ親しむことを考え，「ただ読める」ことだけでなく「暗

唱できる」ことを最終目的とした。また，友達との交流を大切にするために，「友達から」の欄を

設定し，互いに聞き合う手立てをとるようにした。この検定カードでは，一定基準を満たした児童

生徒全員に認定証を配付することにしている。

イ ぐんぐんプリント

（ア）ぐんぐんプリントの作成（資料３）

本市における国語科の学力の実態は，宮

崎県の平均を下回り，特に「言語について

の知識・理解・技能」に関する落ち込みが

非常に大きい。読みとりや文章を書く中で

必要になってくる力を伸ばす必要性がある

と考え問題集の作成を行うことにした。特

に「言語に関する力の育成」については，

教科書に配当されている「言語に関する単

元」及び「言葉の広場」の時間の指導の大

切さが挙げられる。ただ，指導後の定着を

図るためのプリント類が限られ，習熟をさ

せるのがなかなか難しいことが定着率の悪さにつながっているのではないかと考えた。

作成にあたっては，どのような指導内容であるのか明確にした上で，１０分から１５分の短時間で

できるものということを考慮に入れていった。また，先生方が採点しやすく児童生徒も自己採点しや

すいように模範解答も付けることにした。

（イ）活用の効果について

活用にあたって，２学期にまず常任

研究員の所属する学校で試験的に活用

を試みた。

活用時間については，指導単元の授

業時間という声が最も多く寄せられた

が，前学年のプリントを配付した学年

では，復習に「宿題」として出したり，

「朝の時間」で活用したりした。とくに高学年を受け持たれている先生方からは，「これまでの復習と

して活用することができた」「個に応じた指導に使えた」と好意的な意見が多く寄せられた。

活用における効果については，１学期のワークテストと２学期のワークテストの平均点数で比べて

みることにした。（資料４）この結果から，児童に学習内容が定着してきていることが分かる。特に，

学期末のまとめのテストの結果から，学習内容の定着のために繰り返し活用して頂いたことが定着へ

とつながったのではないかと考えられる。

（ウ）今後について

３学期に市内の各小・中学校に１年分の問題を配付し，活用をしてもらっている最中である。活用

についてのアンケートを同時に行い，その声を踏まえて修正したものを「ぐんぐんプリント集」とし

て，次年度全児童生徒を対象に配付し活用してもらうことにしている。教科書が改訂され，指導内容

が少し変わっているが，それに対応したものにして配付を行う。また，先生方が活用しやすいように
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各学校１部ずつファイルに納めた形で配付する予定である。

Ⅷ 成果(○)と課題(●)

1 社会科研究班「社会科副読本の改訂をとおして」

○ 児童の思考に沿った問題解決的な学習が展開できる副読本を作成することができた。

○ 各単元の目標や指導事項など教師用の手引きを活用しながら，授業実践しやすい副読本を作成するこ

とができた。

● 次年度以降は，副読本に関するアンケートを実施し，円滑な学習指導に必要な内容の追加・修正を行

う。

2 算数・数学科研究班「計算力実態調査・パワーアッププリントをとおして」

○ 計算力実態調査を学期末に実施することで，定着度を把握することができ，苦手な単元の指導に生か

すことができた。

○ 計算力調査とまとめプリントの結果を児童生徒自らが記録カードに記入することで，数学・算数に対

する意欲の向上を図ることができた。

● アンケートを基に，現場のニーズに合った計算力実態調査の問題の作成や実施時間等を改善していく

必要がある。

● パワーアッププリントについての認知度を上げて，さらなる活用を図るための方法を考えていく必要

がある。

3 国語科研究班「音読文集の活用とぐんぐんプリント(国語科の問題集)作成をとおして」

○ 音読文集の使用学年の目安や検定カードの作成をとおして，音読文集がより使いやすいものになった。

○ 本市の子どもの実態に即した「ぐんぐんプリント」の確実な活用を通して，言葉の力の定着に繋がる

ことが分かった。

● 独自に「音読文集」を購入している学校もあり，本市一丸の取組となる手立てが必要である。

● ぐんぐんプリントについての認知度を上げていくための周知の方法を考えていく必要がある。
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